
はじめに

　本書は、金融機関、特に地域金融機関の営業店で窓口対応や営業を担当していらっ
しゃる方々に向け、マネー・ローンダリング・テロ資金供与対策等（マネー・ローン
ダリング対策等）について今一度原点に戻っていただき、その知識等を再確認してい
ただくこと、また、個別事例による具体的対応や、実際にお客様に対してお断りする
といった点にフォーカスし、できるだけわかりやすく解説したものです。
　皆さんは、マネー・ローンダリング対策等について、その内容や考え方や重要性に
ついては十分理解していることでしょう。しかし、理解していても、実際に営業店に
おいては様々な事例が発生しています。特に、営業店の皆さんが困っていらっしゃる
のが、お客様の申し出をお断りするということでしょう。
　金融機関の窓口等でお客様の申し出をお断りするといったことは、いわゆる反社会
的勢力との取引くらいではないでしょうか。しかし、マネー・ローンダリング対策等
においては、ケースバイケースではありますが、反社会的勢力とは無関係なお客様の
申し出もお断りしなければならないときがあります。お客様の申し出をお断りすると
いうことに皆さんが慣れていないことから、結果、多くのトラブル等が発生している
状況です。
　こうしたトラブル等を少しでも減らすため、本書の個別事例や丁寧かつ適切な謝絶
の方法とその根底にある考え方を理解していただき、トラブル等を未然に防ぐための
参考にしていただければ幸いです。
　なお、本書の内容は筆者の個人的な一意見であり、その内容は個人的見解であるこ
とをお断りしておきます。また、本事例は一般的なものであり、実務においては各金
融機関等で定められているルールに則った対応をお願いいたします。
　最後に、筆者の日々の業務をサポートしていただいているすべての皆様に感謝申し
上げます。また、本書企画から刊行まで、株式会社経済法令研究会 制作本部長の
榊原雅文氏、JA金融法務編集部の皆様には色々な場面で大変お世話になりました。
　この場をお借りして、厚く御礼申し上げます。

2023年 3月
宇佐美 豊
村西 知子
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マネー・ローンダリング
対策の概要

　マネー・ローンダリング（Money Laundering、日本語訳：資金洗浄。以下、「マ

ネロン」といいます）とは、犯罪や違法な方法・行為により得た収益（もうけ）の

出どころを隠すことをいいます。

　その典型例として、麻薬の密売人が、偽名で開設したり他人から買い取ったり

した金融機関の預貯金口座に、麻薬の密売代金を隠す行為、詐欺や横領を行っ

た犯人が、そのだまし取ったお金をいくつもの預貯金口座を転 と々移動させて、

その出所をわからなくし、犯罪から逃れようとする行為などが挙げられます。

１. マネー・ローンダリングとは

　暴力団等いわゆる反社会的勢力等の儲けは、その多くが犯罪による収益であ

り、そうした犯罪で得た収益は、表の世界（合法的な経済活動）に直接出してし

まうと、すぐに出所が判明してしまい、捕まってしまう可能性が高くなります。そ

のため、反社会的勢力等は、こうした収益を、いかにも合法的な経済活動で得

た収益のように見せかけるためにマネロンを行い、表の世界で堂 と々使えるように

しているのです。

　反社会的勢力等がその活動を行うためには、活動資金が必要です。マネロン

をそのまま放置してしまうと、反社会的勢力等がどんどん活動資金を得ることに

なります。あるいは、こうした反社会的勢力が犯罪収益を表の世界で使い、例え

2. なぜマネロン対策を講じるのか
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